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特別会計名 収入 ① 支出 ② 実質収支 ① - ②

 国民健康保険 （事業勘定） 40 億 6777 万円 40 億  287 万円 6490 万円
（直診勘定） 6744 万円 6744 万円 0 円

 後期高齢者医療 4 億 9793 万円 4 億 9720 万円 73 万円

 介護保険 （事業勘定） 43 億 7076 万円 42 億 8177 万円 8555 万円
（サービス勘定） 8926 万円 8926 万円 0 円

 特別養護老人ホーム 2 億 5173 万円 2 億 5173 万円 0 円
 簡易水道事業 11 億 5159 万円 11 億 4956 万円 0 円
 下水道事業 16 億 5967 万円 16 億 5966 万円 1 万円
 地域開発事業 5598 万円 4411 万円 1187 万円
 巨瀬財産区 776 万円 666 万円 110 万円
 宇治財産区 270 万円 81 万円 189 万円
 有漢財産区 18 万円 16 万円 2 万円
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企業会計名 収益的収支 資本的収支

水道事業　　
収入 3 億 1708 万円 246 万円
支出 3 億 1946 万円 648 万円

成羽病院事業
収入 12 億 1119 万円 2 億 3553 万円
支出 12 億 8344 万円 2 億 5961 万円

企業会計名 収益的収支損益計算（税抜） 純利益

水道事業　　
総収益 3 億   920 万円

△ 258 万円
総費用 3 億 1178 万円

成羽病院事業
総収益 12 億   715 万円

△ 8783 万円
総費用 12 億 9498 万円
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収益的収支／運営費、維持管理費に要する経費や財源　資本的収支／建設および企業債償還に要する経費や財源

用 語 の 解 説

健全化基準はすべてクリア
　本市の平成 25 年度の健全化判断比率および資金不足比率に
ついては、前年度と比べて、実質公債費比率が１．１％改善し、
すべての会計で国が定める早期健全化基準を達成しています。
　しかし、財政状況は依然として厳しい状況にあり、引き続き
行財政改革に取り組んでいきます。

　健全化判断比率（％）

指　標 24 年度 25 年度 早期健全化
基　準

財政再生
基　準

 実質赤字比率 - - 12.77 20.00

 連結実質赤字比率 - - 17.77 30.00

 実質公債費比率 14.3 13.2 25.0 35.0

 将来負担比率 76.9 77.9 350.0 -

※実質赤字比率、連結実質赤字比率の「－」は黒字を表す。

　高梁市の指標の範囲
区　分 対象会計等 　財政健全化法
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特別会計

 へき地診療所特別会計
 養護老人ホーム特別会計
 軽費老人ホーム特別会計
 住宅新築資金等貸付事業特別会計
 畑地かんがい事業特別会計

公
営
事
業
会
計

 国民健康保険特別会計
 後期高齢者医療特別会計
 介護保険特別会計
 特別養護老人ホーム特別会計

公
営
企
業
会
計

法
適
用

 水道事業特別会計 資
金
不
足
比
率

 国民健康保険成羽病院事業会計
法
非
適
用

 簡易水道事業特別会計
 下水道事業特別会計
 地域開発事業特別会計

一部事務組合・
広域連合

 高梁地域事務組合
 岡山県市町村総合事務組合
 岡山県後期高齢者医療広域連合
 岡山県市町村税整理組合
 岡山県広域水道企業団

地方公社・
第三セクター等

 高梁市土地開発公社
 公益財団法人成羽町美術振興財団
 株式会社夢ファーム有漢

健全な財政を維持しています

お知らせします 市の財政状況

教育費　　　　　総務費　　　　　衛生費　　　　　消防費　　　　農林水産費　　　　その他

民生費　　　　　土木費　　　　　公債費

156,660 円　　 　75,432 円　　  106,443 円

75,873 円　　  149,870 円　　　66,494 円　　　　19,974 円　　　37,212 円　 　　59,425 円

【普通会計】を市民１人当たりに換算すると…
（人口 33,218 人：平成 26 年 3 月 31 日現在）

（歳入）納められた市税　　 　　１１３，６７１円
（歳出）サービスに使ったお金　７４７，３８３円

利用しやすい施設の整備 商工業・農林業の振興 観光・スポーツ・文化交流を促進 安心・安全なまちづくりを推進
小・中学校、幼稚園施設改修事業

 （1 億 6370 万円）

学校施設の耐震化や改修

新庁舎建設推進事業
（8 億 5297 万円）

老朽化や合併以来分散して
いる庁舎機能を統一

備中高梁駅バリアフリー化等整
備事業（1 億 584 万円）

駅の橋上改札化およびバリアフリー
化整備を行い、安心・安全な空間を創出

住宅リフォーム事業費補助金
（3423 万円）

住宅の改修や修繕を行なっ
た場合に費用を助成

竹の利活用啓発事業
（599 万円）

竹資源を有効に活用する
「ものづくり起業」の発展

備中松山城ライトアップ事業
（158 万円）

備中松山城の新たな魅力を
全国に情報発信

スポーツ交流推進事業
（1149 万円）

FC 吉備国際大学シャルムの運営
費補助、シャルム応援バス運行

シャルムサッカー教室
（10 万円）

FC 吉備国際大学シャルムの
選手を講師にサッカー教室

すこやかプラン 21推進事業
（1185 万円）

健康相談、健康教育などのポ
イント制度を取り入れ実施

在宅医療連携拠点事業
（1464 万円）

医療と介護の在宅医療連携
支援体制を構築

用語の解説
実質赤字比率／普通会計における赤字額の大きさを示す

比率

連結実質赤字比率／市の全会計における赤字額合計の

大きさを示す比率

実質公債費比率／市の収入に対する公債費（毎年の借

金の返済額）の割合を示す比率

将来負担比率／公社や出資法人も含め、市が将来支払う

可能性がある負債の一般会計等の標準的な収入に対する
比率

資金不足比率／公営企業特別会計で、営業収益に対す

る手持ち資金の不足額の比率（いずれの公営企業会計も

資金不足は発生していない）


